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校 長  福本 淳一    

 ５月下旬、山間集落の「浜下れ」が行われました。前日は港の草刈りや整地、当日は会場準備と、 

集落総出で一つの行事をつないでいる様子に、地域のつながりの強さを実感しました。 

 役勝集落では、昨年の豊年祭において、相撲大会や余興で大いに盛り上がりました。こうした機

会からも、集落の結束の強さが伝わってきます。 

 戸玉集落の豊年祭では、普段面識のない私にも温かく接していただき、心のこもったおもてなし

に深く感謝しました。また、たくさんの御馳走をいただき、思い出に残るひとときとなりました。 

 西仲間集落には、レインボーガーデンを通して、子供たちとともに日頃からお世話になっていま

す。昨年 10月の悪綱引きにも参加させていただき、伝統行事が大切に受け継がれていることを実感

しました。 

 石原集落の豊年祭では、集落の皆さんが一丸となって行事に取り組む姿が印象的でした。余興の 

女性相撲では、会場が笑顔に包まれていました。 

 各集落では、人と人のつながりや伝統行事、そして豊かな自然が大切に守られています。こうし

た環境の中で、子供たちとシマ唄指導者の橋本さんが「住用ちんだら節」を作詞しました。地域の

よさを感じながら育つ子供たちの姿を、大変うれしく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちは、11月に開催予定の学習発表会に向けて、練習をスタートしました。各家庭・集落に

おかれましても、この曲を口ずさみながら、歌詞を覚える機会としていただけないでしょうか。当

日は、手拍子に合わせて、会場の皆様とともに歌声を響かせていただければと願っております。 

よろしくお願いいたします。 
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５月 27日（水）、住用支所市民福祉課から積さ

んと麓川さんをお招きして、租税教室を行いまし

た。税の種類や使い道について、クイズや動画を

交えながら楽しく教えていただき、子供たちは興

味をもって学ぶことができました。 

 授業を通して、税金が私たちの生活を支えてい

る大切なものであ

ることを実感する

ことができました。

これからも、学校な

どの公共施設を大

切に使っていこう

という気持ちを高

めることができました。 

 

 

５月 28日（木）、養護教諭の來先生と歯科衛生

士の武田さんをお招きし、「歯と口の健康教室」

を行いました。 

 教室では、歯口の健康について分かりやすくお

話をしていただいた後、ブラッシング指導を受

け、正しい歯のみがき方を学びました。子供たち

は、鏡を見ながら一

生懸命に歯みがき

の練習に取り組ん

でいました。これか

らも、健康な歯を保

つために、毎日の歯

みがきを大切にし

ていきます。 

６月６日（土）、本校のシマ唄教室でご指導い

ただいた橋本和昌さんが、その功績を認められ、

市 PTA連絡協議会より表彰を受けました。橋本さ

んは、令和４年度からシマ唄指導を通して、子供

たちに郷土愛を育

んでくださいまし

た。この伝統を大切

に守りながら次の

世代へとつないで

いきます。 

 ６月４日（木）、三浦和美さんと森岡徳枝さん

をお招きし、「読み聞かせ教室」を実施いたしま

した。三浦さんには、今年３月に引き続き、絵本

の贈呈や読書活動を通して、子供たちの豊かな

心を育む活動にご尽力いただいております。子

供たちは、絵本や昔話の世界に引き込まれ、目を

輝かせながら聞き入っていました。今回の読み

聞かせを通して、読書への親しみがさらに深ま

り、心豊かなひとときとなりました。 

６月９日（火）～11 日（木）は，普段は名瀬

に通う５校 10名の児童を受け入れ「ふるさと体

験留学」を実施しました。期間中は，全校での緑

化活動，橋本和昌さんによる「シマ唄教室」，先

生方による「がじゃ豆作り」など，郷土学習や栽

培活動を通して交流を深めることができまし

た。残念だったのが、荒天のため中止となったカ

ヌー体験でした。 

留学生の皆さんは、初めての複式授業や太鼓

体験ができて喜んでいました。日頃、７名で活動

する住用の子供たちにとっても楽しい３日間と

なりました。 

～７月の主な行事予定～ 
 

６日（月）水泳学習発表会，学級ＰＴＡ等 

７日（火）ハブ予防安全教室 

８日（水）学校評議員会 

１０日（金）リュウキュウアユの観察学習 

１３日（月）民生委員との情報交換会 

１４日（火）県民の日（1871 年 7 月 14 日廃藩置

県により、鹿児島県が誕生した。） 

１７日（金）１学期終業式 

２２日（水）～２４日（金）教育相談期間 

歯と口の健康教室 

 

読み聞かせ教室 

 

租税教室 

 

市 PTA連絡協議会にて表彰 

 

ふるさと体験留学 

 


